
 

 

 

 

 

 

 

食育の推進に関する施策の進捗状況 
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１ 富山の「食」に着目した「富山型食生活」の確立 
 

（１）富山型食生活の普及など県民運動の展開 

 H26 実績 H27 実績 H28 計画 

①富山型食生活モデルメニューの確

立・普及 

ミニコミ誌等による

メニューの普及ＰＲ 

ｲﾝﾀー ﾈｯﾄ等によるメニ

ューの普及ＰＲ 

イベント等による 

メニューの普及ＰＲ 
 

【取組実績】 

・旬の地場産食材や伝統的な食文化を活かした栄養バランスの良い「富山型食生活」や希薄になりつ

つある郷土料理等の食文化の伝承を図るため、食育リーダー等による普及のほか、「越中とやま食

の王国フェスタ 2015～秋の陣～」で、多くの県民への普及を図った。 

 

○イベントによる富山型食生活の普及・啓発 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

（「越中食の王国フェスタ 201５～秋の陣～」）       

 
 

 H26 実績 H27 実績 H28 計画 

②とやま食育推進フォーラムの開催 1 回 1 回 1回 
 
 

【取組実績】 

・地域などにおける食育の実践活動を一層強化するため、｢食育推進フォーラム」を開催し、約 200

名が参加した。 
 
日 時：平成 27年 8月 8日（土） 13:30～16:00 

場 所：富山県総合福祉会館 サンシップとやま   

講 演：「健康寿命の延伸をめざして」（東京大学大学院医学系研究科 教授 佐々木 敏氏） 

「富山県産野菜・果実の生産流通状況について」 

（富山県農林水産部農産食品課 副主幹   西村 聡氏） 
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○講演（佐々木 敏氏）                 ○講演（西村 聡氏） 

【課題及び対応】 

・引き続き、家族参加の料理教室の開催、食育

リーダーによる講習会の開催のほか、四季折々

の地場産食材を使った栄養バランスのよい「富

山型食生活」の普及・ＰＲ活動を展開する。 
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【課題及び対応】 

・第 2 期食育推進計画や食育の推進・実践に関する普及啓発を図るため、食育推進フォーラムを引き

続き開催する。 

 

 

 H26 実績 H27 実績 H28 計画 

③県食育推進計画の普及・啓発 マスメディアやイ

ンターネットを活

用した幅広い周知 

県政番組､SNS 等 

マスメディアを活

用した幅広い周知 

県政番組等 

マスメディアを活

用した幅広い周知 

県政番組 

 
 

【取組実績】 

・県政番組の「こんにちは富山県です」など、マスメディアを活用した普及・啓発を実施し、幅広

い県民運動の展開を図った。 

・県内各地域の食育関係団体の「健康メニュー」や「地産地消メニュー」、「とやまの家庭料理」な

ど、地域で実践されているメニューについて、ホームページに掲載するほか、各種研修会やイベ

ント等で普及啓発を図った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○県政番組での県内各地の食育実践を紹介                   

 

 

【課題及び対応】 

・引き続き、各種団体等の開催する会議・研修会、イベント等に参画するとともに、県政番組「こん

にちは富山県です」での情報提供などマスメディアを活用した普及・啓発を実施し、幅広い県民運

動の展開を目指す。 
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（２）地産地消の推進 

 H26 実績 H27 実績 H28 計画 

①「越中とやま食の王国フェスタ」の開催 2 回 2 回 2 回 

 

【取組実績】 

・「『食のとやまブランド』をそだてる、つながる、ひろげる」をテーマに、平成 27 年 11 月 7 日（土）・

8 日（日）に「越中とやま食の王国フェスタ 2015～秋の陣～」を、平成 28 年 2 月 6 日（土）に「越

中とやま食の王国フェスタ 2016～冬の陣～」を開催した。 

・「秋の陣」では、富山テクノホール（富山市）を会場に、富山の海・野・山の幸を一堂に集め、旬

の県内野菜を販売する「とれたて！マルシェ」、「とやま食の匠」による創作料理等の実演、「農家

カフェメニュー」の販売、富山の食文化や郷土料理を体験する「食の体験ステーション」、県産の

旬の食材を使った和洋中の逸品料理「おらっちゃの旬レストラン」などの販売、食等に関するクイ

ズショーなど多彩な催しを繰り広げ、訪れた約 26,000 人に対し、富山の食の魅力をアピールした。 

・「冬の陣」では、ホテルニューオータニ高岡（高岡市）において、「越中料理と地酒を楽しむ会」を

開催し、参加した 195 名に、県産食材を使った越中料理と県内の酒蔵による地酒を堪能していただ

いた。 

 

○「越中とやま食の王国フェスタ」 

            

      （秋の陣 富山テクノホール）        （冬の陣 「越中料理と地酒を楽しむ会」の料理） 

 

【課題及び対応】 

・引き続き、「越中とやま食の王国フェスタ」の「秋の陣」及び「冬の陣」を開催し、「食のとやまブ

ランド」の県内外への発信を図る。 

   「秋の陣」：収穫の恵みに感謝しつつ、生産活動等の成果や食の魅力を県内外に発信 

   「冬の陣」：「越中料理」等の魅力を県内外に発信 
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進 
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地
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H26 実績 H27 実績 H28 計画 

②学校給食における地場産品の活用促進 

（市町村推進組織の運営、地場産野菜・果実を使用した

特別給食の実施、地場産食材の活用促進等に対する支

援） 

活用実績 

  585 トン 

  (109 品目) 

特別給食※ 

274 校 

活用実績 

  562 トン 

  (108 品目) 

特別給食※ 

274 校 

活用計画 

700 トン以上

(H33 目標) 

 (109 品目) 

特別給食※ 

274 校 

※「元気とふれあいの学校給食づくり事業」による特別給食。 
 

【取組実績】 

・「地場産野菜、果実等を活用した特別給食」の充実・強化や生産者等と児童、生徒との交流活動を

進め、地場産食材の活用促進や地元の食材に対する知識、理解を深めた。 

・また、米の多様な利用について理解を深めてもらうため、学校給食に対する米粉パンの供給に支援

した。県下の全小・中学校では、県産コシヒカリによる米飯給食を週平均 3.7 回実施した。 

 

【課題及び対応】 

・「地場産野菜、果実等を活用した特別給食」の実施などに引き続き取り組む。 
 

○「元気とふれあいの学校給食づくり事業」を活用した協議会運営・特別給食・生産者との交流活動 

     

  

 

 

 

 

 H26 実績 H27 実績 H28 計画 

③子どもたちに対する魚食の普及    

 ・高校、短大生向けのセミナー開催 5 回 5 回 5 回 

 ・小学生向け副読本「ふるさと富山湾」配布 10,000 部 10,000 部 10,000 部 

 ・県産魚学校給食普及事業 学校給食食材提供 35.5 万食 27.5 万食 30 万食 

 

【取組実績】 

・県内の高校生・短大生（富山短大、滑川高校、伏木高校、新湊高校、富山商業高校 計 5回 185名）

を対象に魚食の大切さを教える「さかなの栄養に関する知識の習得」及び「おさかなの裁き方の実

習」のセミナーを開催した。 

・富山湾で獲れる魚や水産業の仕組み及び漁場環境を保つための取組みについて理解を深めてもらう

ことを目的に「ふるさと富山湾～ふしぎの海のおさかな読本～」を 10,000 部作成し、社会科の副

読本として活用してもらうため、県内小学校の 5年生及び担当教諭に配布した。 

・富山湾のおいしい魚を知ってもらい、富山湾産魚の消費拡大を図るため、財団法人富山県学校給食

会等と連携し、県下小学校、中学校等にフクラギの切身等を給食食材として提供した。 

 

【課題及び対応】 

地
産
地
消
の
推
進 
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・県産魚を知り県産魚に親しんでもらうため、引き続きセミナーの開催や副読本の配布、学校給食へ

の食材提供に取り組む。 

 H26 実績 H27 実績 H28 計画 

④直売所及びインショップにおける農産物販

売額 

販売額 

3,163百万円 

販売額 

3,475百万円 

販売額 

3,200百万円（H33目標） 

 

【取組実績】 

・県内の消費者が生産者・産地の「顔が見える」県産品に触れることができる機会をより多く確保す

るため、直売所やインショップでの農産物販売への支援を行った。 

・これらの結果、県内の直売所及びインショップの店舗数及び販売金額は、近年、着実に増加している。 

 

平成 14年度      平成 21 年度      平成 27年度 

店舗数    75店舗  →   165 店舗  →   195店舗 

販売金額   387百万円 →  1,939 百万円 → 3,475百万円 

 

【課題及び対応】 

・現在、直売所及びインショップにおいて販売されている品目、量、時期は限られており、消費者ニ

ーズを必ずしも十分には応えきれていないことから、これまでのシステムを発展させ、生産者をは

じめ、市場等の流通関係者、小売業者等が一体となって、地場農産物を安定的に生産・供給するモ

デルの構築に引き続き取り組む。 

 

 

 H26 実績 H27 実績 H28 計画 

⑤女性起業組織等への活動支援 

 

女性起業件数 

169件（37件） 

女性起業件数 

174件（37件） 

女性起業件数 

180件（45件） 

                          ※括弧内は販売額 1,000万円以上起業件数 

【取組実績】  

・地場産品等の生産や加工に意欲的に取り組む農村女性起業組織のリーダーや起業化を志す農村女性

を対象に、経営発展に向けたマーケティングや経営管理、加工技術などのスキルアップ講座を開催

した。 

・また、新たな商品開発やサービス、販路開拓などの取組みを支援する農村女性チャレンジ事業や、

起業活動の拡大に必要な機器や加工施設の整備等を支援する農村女性起業拡大支援事業、起業活動

が定着してきた組織に対しては、起業から企業への発展をめざした商品構成の拡大、販売力の強化

等を総合的に支援する農村女性先進モデル企業育成事業を実施した。 

・講座や事業を活用して開発された商品等は、農産物直売所等で販売されているほか、農村女性自ら

が経営する農家カフェで提供されるなど、農村女性の起業活動は、着実に増加している。 

 

 

 

 

地
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地
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○主な開発商品 

  

                                                                                                              

 

                    

                    

 

                  

 

 

 

○「越中とやま食の王国フェスタ 201５～秋の陣～」

女性起業のカフェ・食堂や、開発商品を PR 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

・「越中とやま食の王国フェスタ 2015～秋の陣～」では、農村女性が開発した新商品をパネル紹介す

るとともに、来場者へ商品に対する意見を聞き、今後の商品づくりにとって貴重な意見を得ること

ができた。 

・各農林振興センターにおいては、このような女性起業組織の商品開発や直売所・インショップの品

揃えの充実、学校給食への食材供給等の地産地消活動などを重点的に支援した。 

 

【課題及び対応】 

・地域農業を活性化するため、女性のパワーを活かした直売や農産加工等の意欲的な起業活動の拡大

がますます重要になってきている。 

・このため、引き続き、新たな女性起業組織等の育成を図るとともに、起業活動の発展段階に応じた

取組みを促進するため、商品開発などの事業規模拡大の支援を進めるほか、実践的な商品開発能力

を養う「農村女性スキルアップ講座」を開催することにより、企業への発展をめざした取組みを総

合的に支援する。 

・また、農村女性起業の商品等に関する技術課題や販売方法を解決するにあたり、専門家のアドバイ

スを得られる勉強会等を開催し、より完成度の高い商品づくり、また起業経営の安定・発展につな

「ボッサの干しぶどう」 

（黒部市・「ボッサファーム」） 

「里芋チーズケーキ」 

（高岡市・「㈲オカジマ農産」） 

びしょくか 

「美食花ソルト」 

（南砺市・「千華園」） 

ウインナー 

「ひね鶏 wiener」ほか 

（上市町・「㈲安井ファーム」） 

（新商品等の来場者アンケート） 

地
産
地
消
の
推
進 

（展示コーナー） 
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げる。 

 

 H26 実績 H27 実績 H28 計画 

⑥富山県ふるさと認証食品（Ｅマーク食品）の認証 申請に基づき審査 

・年２回 

・新規認証 11 

申請に基づき審査 

・年２回 

・新規認証 14 

申請に基づき審査 

（年２回程度） 

 

・消費者の食品安全への関心の高まりを背景に、平成 12 年度から「富山県ふるさと認証（Ｅマーク）

食品」の認証を行っている。 

 
  

 ＜Ｅマーク商品の認証要件＞ 

・主要原材料は富山県産 100％であること 

・製造工場等が富山県内にあること 

・食品としての品質が優れていること 

 

○Ｈ28.3 月現在の認証数 

35 品目 313 商品 

 

 

 

 

 H26 実績 H27 実績 H28 計画 

⑦地産地消県民運動の推進    

ア）「とやまの旬」応援団の 

募集･登録 

個人 2,453 名 2,901 名 5,000名 (H33目標) 

企業･団体 1,172 団体 1,209 団体 1,500団体 (H33目標) 

イ）地産地消県民交流フェア 

 

1 回 1 回（とやまの

食マルシェ) 

― 

ウ）県産品購入ポイント制度 44 日間 44 日間 44 日間 

 

【取組実績】 

・積極的に地産地消に取り組む企業や団体、個人を応援団として登録し、県民ぐるみの地産地消運動

を広げていく。 

・消費者と生産者・流通販売業者との交流の場として「地産地消大商談会～とやまの食マルシェ

～」を開催し、一日農家カフェやステージイベント、県産品の展示・販売などを実施したとこ

ろ約８千人の来場があった。 
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・県民に県産品を優先的に選択してもらう動機付けとなるよう「県産品購入ポイント制度」を実施し

たところ、17,401 件の応募があった。 
 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

【課題及び対応】 

・引き続き、地産地消｢とやまの旬｣応援団の登録を促進するとともに、応援団が提案する自主的な地

産地消活動に対して支援する。 

地
産
地
消
の
推
進 

日 時： 平成 27 年 6 月 14 日（日） 10:00~16:00 

場 所： 環水公園、サンフォルテ調理実習室 

 ○農産物の直売、地域資源を活用した新商品の展示販売 

   ・県内各地から関係団体が出店 

・農家カフェ一日オープン 

・地産地消親子料理教室 

 

 
  
○ステージイベント 

・茂出木浩司さん(日本橋たいめいけんオーナーシェフ)ミニトークショー 

・地産地消クイズ、大じゃんけん大会(JA 青壮年協)など  

         

 

 

 

 

＊翌日、自遊館にて「とやまの食」展示・商談会を開催し、首都圏等バイヤーに県産食材を紹介した。 

 

実施概要：平成 27 年 10 月 3 日～ 11 月 15 日 

食品ｽｰﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄ･百貨店、青果店、加工食品製造直売所（363 店舗） 

青果・鮮魚・精肉・加工食品に貼り付けてある「地産地消シール」 

「プライスラベル」を 10 枚集めて応募 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

○県産品に貼られる 

地産地消シール 

○サービスカウンターや売場での

応募用紙・応募箱の設置 

 

 

環水広場の賑わい風景 

 

シェフによる料理説明とデモンストレーション 

 

茂出木シェフのトークショー 
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・「県産品購入ポイント制度」については、県産品へのシール貼付やポップの充実、食料品スーパー

や青果店に加え農産物直売所など対象店舗の拡充に努め、消費者へのさらなる浸透に努める。 
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（３）魅力ある食文化の継承・創造 

 H26 実績 H27 実績 H28 計画 

①新たな「とやま名物」商品開発 農商工連携事業に 
よる取組 ６事例 

農商工連携事業に 
よる取組 10事例 

農商工連携事業によ
る新商品開発等支援 

６次産業化モデル育
成事業による取組 

７事例 

６次産業化とやまの
魅力発信事業による
取組  10事例 

６次産業化とやまの
魅力発信事業による
新商品開発等支援 

｢富のおもちかえり」
商品開発 12 商品 

｢富のおもちかえり」
商品開発 4 商品 

｢富のおもちかえり｣ 

販路拡大 
 

【取組実績】 

・農林漁業者と中小企業者が連携して行う新商品・新サービスの開発や販路開拓を支援し、平成 27

年度は、地元産の農産物を使用した特産品など 10件の商品開発・販路開拓の取組みが行われた。 

・農林漁業者が自ら行う新商品・新サービスの開発や販路開拓(６次産業化)を行う県単独の支援制度

により、10件の取組みについて支援を行った。 

  

○Ｈ27年開発商品 

 

 

 

 

 

安納芋ポタージュ      クロモジ茶      蜂蜜を活用したスイーツ等      黒米ろーる 

 

・県産の農林水産品やその加工品を発掘し、味やパッケージに磨きをかけ、思わず手にとり、 

  持ち帰りたくなるような魅力あるお土産品づくりに取り組み、「富のおもちかえり」商品と 

して平成 27年度は、新たに４商品を開発し、計 16 商品とした。 

 

○富のおもちかえり商品 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題及び対応】 

・６次産業化や農商工連携を一層推進するため、新商品開発等への支援を引き続き実施すると

ともに、農林漁業者と中小企業者のﾏｯﾁﾝｸﾞの機会を創出し、積極的な新規案件発掘を行う。 

・「富のおもちかえり」商品については、県内外での知名度の向上を目指してイベント出店など

の PR 活動を展開するとともに、製造者主体の販売体制を確立させ更なる売上増加を目指す。 
 

「富のおもちかえり」商品 
  
押し寿司、ます寿し、オイル漬 

ピクルス、かまぼこ、ドレッシング 

ローストビーフ、スイーツ 

魅
力
あ
る
食
文
化
の
継
承
・
創
造 
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 H26 実績 H27 実績 H28 計画 

②「とやまの食」を普及する人材「とやま食の

匠」の認定 

推薦に基づき選考 

４個人・団体 

推薦に基づき選考 

４個人・団体 

推薦に基づき選考 

５個人・団体程度 

 

【取組実績】 

・食のとやまブランドを支える人材を育成するとともに、とやまの食の魅力を県内外に発信するため、「とやま

食の匠」（特産の匠・伝承の匠・創作の匠の３部門）として新たに 4個人・団体を認定した。 

 

 

 

 

 

・学校、企業、団体等からの依頼に応じて、「とやま食の匠」を講師として派遣した（H27年度の派遣

実績 計４８回）。 

 

【課題及び対応】 

・「とやま食の匠」の認定を進めるとともに、学校や企業、地域住民等への「とやま食の匠」の派遣

を促進するなど、制度の充実を図る。 

・「越中とやま食の王国ホームページ」等を活用し、制度の普及啓発を図る。 

 

 H26 実績 H27 実績 H28 計画 

③「とやま食の街道」の魅力充実 ツアー商品化活動（パン

フレット配布） 

ツアー商品化活動（パン

フレット配布） 

イベント等でのパネル展

示 

 

【取組実績】 

・「とやま食の街道」のパネルを県内イベントで展示した。 
 

○「とやま食の街道」の関係施設と食の語り部 

街 道 名 関係施設数 食の語り部 

日本の味・とやま昆布街道 26施設 25名 

神秘の海・富山湾きときと街道 36施設 38名 

心のもてなし・とやま里山料理街道 47施設 44名 

計 109施設 107名 

 

【課題及び対応】 

・引き続き、「食の語り部」の人材や組織の充実を図る。 

・個人客をターゲットとした「食の街道」施設への誘客を一層図る。 

 

 

魅
力
あ
る
食
文
化
の
継
承
・
創
造 

○H28年 3月現在の認定数 
特産の匠： 74個人・団体 
伝承の匠： 57 個人・団体 

創作の匠： 36 個人・団体 

計    167 個人・団体 

 

魅
力
あ
る
食
文
化
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 H26 実績 H27 実績 H28 計画 

④越中料理のブランド化の推進 「越中料理」のＰＲ 

 

「越中料理」のＰＲ 

 

「越中料理」のＰＲ 

【取組実績】 

・平成 28 年 2 月 6 日にホテルニューオータニ高岡（高岡市）において、「越中とやま食の王国フェ

スタ 2016～冬の陣～ 越中料理と地酒を楽しむ会」を開催し、参加した 195名に、県産食材を使っ

た越中料理と県内の酒蔵による地酒を堪能してもらった。 

 

【課題及び対応】 

・「越中とやま食の王国フェスタ」や「越中とやま食の王国」ホームページ等で、越中料理の普及・ＰＲを図る。 

魅
力
あ
る
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２ 家族そろった楽しい食事で健全な食生活の実現  

（１）家族そろった健全な食生活の実現 

 H26 実績 H27 実績 H28 計画 

①家庭教育かわら版の刊行 各号に掲載 

７万部配布 

各号に掲載 

７万部配布 

各号に掲載 

５万部配布 
 

【取組実績】 

・家庭教育かわら版は年２回、幼稚園、保育所、小学校1・2年の子どもの保護者に配布（約7万部）している。 
  

○平成 27 年「秋・冬号」－子どもの未来は、毎日の生活がつくる－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題及び対応】 

・食育の実践に向け、家庭教育かわら版を活用した食に関する関心の喚起と正しい知識の普及を引き

続き実施する。 

 

 H26 実績 H27 実績 H28 計画 

②とやま食材ふれあい講座の開催 219 回 

（10,298 人） 

218 回 

（9,089 人） 

12 市町村にて 

開催 

 ※Ｈ28 の事業名：未来につなぐ「農」と「食」普及啓発事業 
 

【取組実績】 

・地場産食材を用いた料理教室や農林水産物の加工体験などを、子どもと地域住民が一緒に行う「と

やま食材ふれあい講座」の開催を支援した。（市町村に対し、開催経費の 1/2 を助成）  

・平成 27 年度は、8 市町において計 218 回の講座が 

開催され、地域の園児・小中学生、保護者、地域 

住民の合計 9,089 人が参加した。 

・講座の具体的内容としては、地場産食材を用いた 

料理教室や地域の伝統食の調理のほか、農作業体験 

及び農産物加工体験の組み合わせや、年間を通じた 

様々な地域食材に関する体験講座など、地域の特色 

を活かした取組みも見られた。 

 

【課題及び対応】 

・引き続き、地域における食育を推進するため、子ども 

と地域住民が一緒に農作業や料理等を体験する講座を実施する。 

○とやま食材ふれあい講座での 

農作業体験(南砺市の事例) 

家
族
そ
ろ
っ
た
健
全
な
食
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の
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 H26 実績 H27 実績 H28 計画 

③三世代ふれあいクッキング

セミナーの開催 

 

 

開催回数 101 回 101 回 70 回 

参加人数 

内訳  子供 

保護者 

祖父母 

3,664 人 3,746 人 2,600 人 

1,718 

 853 

1,093 

1,784 

837 

1,125 

1,100 

500 

1,000 

 

【取組実績】 

・食を通じたふれあいの輪を地域に広げ三世代の交流を推進する場を提供するとともに、日頃の食生

活を振り返るきっかけとなる｢三世代ふれあいクッキングセミナー｣を開催したところ、3,746 人の

参加があり、各世代を通じて参加者の好評を得た。 

    

○三世代ふれあいクッキングセミナー（食改協） 

 

 

                                       

 

 

 

 
 

【課題及び対応】 

・三世代のふれあいを通じて食べものを大切にする心などを伝えるとともに、各世代が健康づくりのための食

事について学び、幼い頃から望ましい生活習慣を身につけられるよう、セミナーの一層の推進を図る。 

 

 

 H26 実績 H27 実績 H28 計画 

④富山型食生活普及事業（いきいきとやま食育クッキング）    

ア）市町村中央研修会 開催回数(15市町村) 25 回 26 回 15 回程度 

参加人数（推進員） 781 人 762 人 450 人以上 

イ）地域伝達普及講習会 開催回数 25 回 26 回 30 回以上 

参加人数 843 人 921 人 900 人以上 
 

【取組実績】 

・市町村の推進員を対象に中央研修会を実施し、この中で郷土料理等の調理実習を行うなど地域で普

及活動を行うときのポイントを確認した。 

・富山型食生活を確立・普及するため、地域の一般住民を対象に、郷土料理や旬の地場産食材を用い、

地域の食文化を生かした栄養バランスのよい料理を普及する富山型食生活普及事業「いきいきとや

ま食育クッキング」を実施した。（富山県食生活改善推進連絡協議会へ委託） 

 

家
族
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 H26 実績 H27 実績 H28 計画 

⑤若者世代に対する食育講座の 

開催 

開催回数 13 回 20 回 10 回以上 

参加人数 351 人 633 人 1回30人程度 

 

【取組実績】 

・朝食の欠食、外食やインスタント食品への依存、女性のダイエット志向など、特に若者世代（30歳

代まで）の食生活に課題が多いことから、高校、専門学校、事業所等に講師を派遣し、「食生活」

に関する正しい知識を普及・啓発するための講習会を開催した。 
 

                  ○若者世代に対する食育講座 

             

【課題及び対応】 

・より幅広い若者世代に対して食育を普及・啓発するため、中・高校生、大学生をはじめ若い会社員

等を対象に富山版食事バランスガイドや栄養成分表示を活用した講習会を開催するとともに、学園

祭などイベントに出向き指導相談等を行う。 

・若者が自ら取組む食育調理体験やセミナーなどの食育活動に支援を行う。 

 

 H26 実績 H27 実績 H28 計画 

⑥食生活改善チェックシートの

作成・活用 
食育リーダー等に

よる普及、イベント

での活用 

(シニア世代向け) 

食育リーダー等に

よる普及、イベン

トでの活用 

(中高年男性向け) 

 

食育リーダー等に

よる普及、イベン

トでの活用 

 

 
 

【取組実績】 

・食事バランスガイドを活用した食事内容の点検や食生活の 

ポイントを確認できる食生活改善チェックシートを作成し、 

食育リーダー等による普及、「越中とやま食の王国フェスタ 

2015～秋の陣～」等における活用等により食育の実践の普 

及に努めた。 

・平成 27年度は新たに、中高年男性向けの食生活改善チェック 

シートを作成した。 

 

【課題及び対応】 

 ・対象者に応じたチェックシートを活用し、地域の講座やイベント等で普及啓発に努める。 
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 H26 実績 H27 実績 H28 計画 

⑦外食産業等と連携した普及・啓発 

（地域の外食産業や食品スーパー等と連携した富

山型食生活の普及・啓発事業） 

訪問店舗数 

123 店舗 

訪問店舗数 

102 店舗 

訪問店舗数 

 100 店舗 

 

【取組実績】 

・県民の健康づくりを支援する「健康づくり協力店」として登録された 366 店舗のうち、飲食店とス

ーパー等 102 店舗の巡回訪問を行い、富山型食生活モデルメニューの配付、食事バランスガイド等

の普及・啓発を行った。（富山県栄養士会へ委託、厚生センター連携事業） 

 

 

○飲食店のメニューやお惣菜の栄養表示の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題及び対応】 

・健康づくり協力店登録店舗数の増加を図るとともに、巡回訪問を充実する。 

・「健康づくり協力店」を通じて、望ましい食生活の普及するため、パンフレット等を配付し、食育

の重要性等をＰＲしていく。 
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（２）保育所・幼稚園・学校等における食育の推進 
 

H26 実績 H27 実績 H28 計画 

①毎日しっかり朝ごはん事業の推進 

（県内全小・中・高校生及びその保護者を対象） 

朝食摂取への意識

の高揚と実践化の

普及啓発を図った。 

朝食摂取への意識

の高揚と実践化の

普及啓発を図った。 

事業内容を工夫し

継続実施する。  

【取組実績】 

・平成 27年度は、朝食の役割や朝食摂取の習慣を身に付けることの大切さを啓発するため、「毎日し

っかり朝ごはん！」のキャッチフレーズと、サーモグラフィーや折れ線グラフを用いた朝食摂取効

果、ご飯を食べている「きときと君」（元気とやまマスコット）のイラストを印刷した食育啓発ク

リアファイルを作成して、県内の中・特別支援学校の全中学１・２年生に配布し、食に関する指導

の推進に努めた。年度末には、「学校給食とやまの日」や「全国学校給食週間」等を意識できるよ

うに、食育啓発カレンダー（H28.4～H29.3）を県内全小・中・高・特別支援学校に配布した。また、

食育の日などを通じ、学校・家庭・地域が連携を図り、取組を推進した。 
    

○食育クリアファイルを用いた食育啓発運動（中学校）  ○「カレンダーの上部（野菜摂取の効果）」食育啓発教材 

 

 

 

 

 

 

 

【課題及び対応】 

・栄養バランスのとれた朝食の摂取を進められるよう学校に啓発するなど、事業内容を工夫し、継続

実施する。 
 

 H26 実績 H27 実績 H28 計画 

②栄養教諭を中核とした「望ましい食習慣づく

り」の推進 

栄養教諭配置数 

29 人 

栄養教諭配置数 

30 人 

栄養教諭配置数 

32人 
 

【取組実績】  

・平成 27 年度は、栄養教諭が配置されている富山県内各地区にお

いて、教科や特別活動における食に関する指導の充実、地域・家

庭との連携調整等、地産地消の啓発や食育の推進を行った。 

・栄養教諭の配置校では、各校の児童生徒の実態や発達段階に合わ

せて、計画的・継続的な食に関する指導が実施できるようになっ

た。栄養教諭による保護者向けの講演や授業参観での親子学習、

食育だよりの発行、親子料理教室の開催等により、食育の推進に

ついてＰＴＡや地域への啓発を図った。 

・地場産のよりよい食材を使った調理の体験活動を多くの学校で行 

うことができた。その中で、食材を選ぶことの大切さや感謝の気 

持ちをもって食べる心を育むことができた。  

 

○地域の生産者を招いた会食 

 

保
育
所
・
幼
稚
園
・
学
校
等
に
お
け
る
食
育
の
推
進 

○栄養教諭と担任による授業風景 

 

 

レンダーの上部を貼り付ける 
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○「とやまの学校給食レシピ集」を活用した親子料理教室の開催〈鵜坂小学校（富山市）等〉 

 ・家庭での望ましい食習慣の確立を目指して作成した「とやまの学校給食レシピ集」を、全児

童生徒に配布した。このレシピ集は、学校給食の献立の中から、不足しがちな栄養を補えて

児童生徒に人気のある献立や地場産物を取り入れた献立を掲載している。 

・毎日の食事作りの参考にしていただけるように、本レシピ集を活用して親子料理教室を開催

した。栄養教諭が減塩の工夫や野菜摂取の効果等を指導した後、親子で楽しく調理をした。 

・野菜の摂取量を増やす工夫として、「ミルクおから」や「小松菜とひじきのナムル」等の副

菜を紹介してレパートリーが増えるように指導を展開している。 

・参加した親子からは、「大変楽しく美味しく作ることができてよ 

かった」「家でも、また作りたい」という感想が多く寄せられる 

など、家庭での実践化に向けての意欲の高まりが見られた。 

 

 

 

 

 

 

○栄養教諭による講義      ○親子で調理         ○学校給食レシピ集 

  

○「学校給食とやまの日」の取組（魚津市学校給食センター〉 

・１１月の「食育推進月間」に合わせて、県教育委員会では「学校 

給食とやまの日」を設定し、市町村、学校給食関係者が協力して、 

地元の農作物を積極的に使用した学校給食を実施している。 

 ・県内の各小中学校では、「学校給食とやまの日」に地域の食材を 

取り入れた特色ある献立が実施されており、それに併せて、地元 

の生産者の方を招いて会食を行ったり、栄養教諭、学校栄養職員 ○会食時の栄養教諭の話 

等が給食の時間に県内産食材の栄養やおいしい食べ方について児 

童生徒に指導したりしている。 

・魚津市では、「とやま地産地消メニューコンテスト」で最優秀賞を 

受賞した献立の「魚津米ごはん、げんげの唐揚げ、干しずいきの 

おからあえ、魚津すりみだんご汁、加積りんご、牛乳」が提供さ 

れ、好評であった。                      ○ 魚津市の献立 

 

 

 

○小学生向けの「農」と「食」を紹介する副読本の作成 

 ・次の世代を担う子供たちが自然の恩恵や食に係わる人々の活動、さらに、ふるさとの農産物

の良さを理解するとともに、日本人の伝統的な食文化を理解・継承していけるように、富山県

の農業と食(食文化、郷土料理等)を紹介する小学生向けの副読本を作成 

「農」について 「食」について 

農業や農村の役割 食への感謝 

富山県農業の姿 バランスのよい食生活 

米づくり 朝食で元気な体づくり 

野菜づくり 富山県でとれる食べ物 

（地産地消） 

チューリップ球根づくり 富山県の郷土料理と食文化 

果物づくり  

畜産  
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【課題及び対応】 

・平成 28年度は、栄養教諭を 2名増員して、32名を県内全市町村に配置し、家庭や地域と連携しな

がら、一層の食育推進に努める。 

・また、平成 28年度は、「とやまの学校給食レシピ集」を用いて親子料理教室を開催するなど、家

庭での望ましい食生活の実践化を推進する。 

・栄養教諭配置校では、農林水産業や伝統料理など地域の食文化に対する児童・生徒の理解を深める

ため、地域の食文化の特徴を活かした「食材の生産段階から望ましい食生活の実践」までの一貫し

た学習を地域の農林水産業者や食育関係者などと連携して推進する。 

・平成 27年度に作成した、本県の農業の特徴と食文化・郷土料理などを紹介する小学４学年向けの

副読本「みんなで学ぼう！とやまの『農』と『食』」を活用し、食に関する指導の充実を図る。 
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３ 家庭を中心とした食育を地域社会でもしっかりと支援 

（１）地域で支えあう食育の推進 

 H26 実績 H26 実績 H28 計画 

①食育リーダーの養成・派遣 

 

登録者数 43 人 43 人 50人 

派遣回数 49 回 52 回 50回 

 

【取組実績】 

・食育の推進を図るため、管理栄養士、医師、調理師、食生活改善推進員、農業生産者など「食」に

関する知識を持つ方々を「富山県食育リーダー」として養成・登録し、関係機関、団体等が主催す

る講演、研修会等に派遣した。（富山県栄養士会へ委託） 

 

○食育リーダーによる食に関する研修会 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題及び対応】 

・様々な分野で活躍する食育リーダーのさらなる養成登録を推進するとともに、食育リーダーの活用

の周知を図り、効果的な派遣を行う。 

 

 H26 実績 H27 実績 H28 計画 

②ヤングファミリーに対する食育

講座の開催 
派遣回数 31 回 28 回 

食育ﾘｰﾀﾞｰの養

成・派遣と併せ

て実施 
 

【取組実績】 

・ヤングファミリー（若い保護者世代等）を対象に、食と健康や正しい 

食習慣に関する知識、家庭における食育の取組み方法等を紹介する食 

育講座に講師を派遣した。 

・野菜摂取の促進と生活習慣病予防を目的としたヤングファミリーを対象 

とした食育推進イベントを２回開催し、食事診断・栄養指導、健全な食 

生活の啓発等を行った。 

 

【課題及び対応】 

・子どもの食育の実践には、その保護者の理解・実践が必要であること 

から、食育リーダーの登録を増やし、ヤングファミリー（若い保護者世代等）を対象とした取組み

を一体的に推進する。 

地
域
で
支
え
あ
う
食
育
の
推
進 
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 H26 実績
 H27 実績 H28 計画
 

③とやま子育て応援団制度の推進 2,326 店舗 2,264 店舗 2,400 店舗以上 

 

【取組実績】 

・子育て家庭のふれあいやコミュニケーションを深める機会を提供する「とやま子育て応援団」制度

を推進し、「家族そろっての食事」の普及・啓発を図った。 

（実施時期：主に、毎月の「とやまふれあいウィーク」（「とやま県民家庭の日」（毎月第 3 日曜日）

から始まる 1 週間）の期間中） 
 

【課題及び対応】 

・とやま子育て応援団制度のさらなる利用促進を図るため、これまで利用の少なかった祖父母や未就園児の

保護者に向けた PRを行う。 

・協賛店の情報を記載した「とやま子育て応援団ガイドブック」を作成し、子育て家庭に配布する。 

 

 

 H26 実績 H27 実績 H28 計画 

④地域食育推進体制強化事業の推進    

ア）食育推進連絡会の開催 5 回 6 回 5回程度 

イ）食育指導関連教材の整備・貸与回数 106 回 

（教材数 147） 

150 回 

（教材数 229） 
100 回程度 

ウ）食育に関する出前イベントの 

開催 

実施回数  13 回 5 回 15回程度 

参加人数 888 人 507 人 1,000人程度 
 

【取組実績】 

・各厚生センターが中心となり、食にかかわる関係機関、団体等と連携し食育に関する共通理解を深

めるなど、地域における食育推進体制の強化充実を図った。 
 

 

 

 

 

 

  

  

                             

 

 

 

 

 

【課題及び対応】 

・食育推進連絡会を中心に地域での連携をさらに推進するとともに、ｽｰﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄ、飲食店、事業所等

様々な場所での出前イベントの開催や、食育指導関連教材の紹介により、食育推進体制を強化する。 

具体的な事業内容 

ア）食育推進連絡会の開催 

イ）食育指導関連教材（フードモデル、紙芝居、パネル等）の整備と貸与 

ウ）学校、保育所、公民館等での食育に関する出前イベントの開催 

○食育推進連絡会の開催  ○出前イベント 

地
域
で
支
え
あ
う
食
育
の
推
進 
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 H26 実績 H27 実績 H28 計画 

⑤バランスアップ健康プロジェクト

の実施 
民間産業との連携 民間産業との連携 民間産業との連携 

 

【取組実績】 

・民間産業と連携したバランスアップ健康プロジェクト事業を実施し、社員食堂と連携したメニュー

改善の取組み等を行った。 

・県民の課題（野菜不足・食塩過剰）に対応した食の健康情報を県ホームページに掲載するなど、幅

広い情報提供に努めた。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題及び対応】 

・民間事業所と連携し、メニュー改善に向けた取組みをさらに推進、拡大する。 

・健康寿命延伸のため、地域や職域と連携した健康づくりの強化、県民一人ひとりに届く「健康づくり」の

展開と機運の醸成、若い世代からの発症予防・重症化予防が重要であり、県民を取り巻く家庭や職場、地

域、学校などが一体となって、総ぐるみで取り組む。 

地
域
で
支
え
あ
う
食
育
の
推
進 

○富山版減塩プロジェクト 

食品産業協会と連携した減塩商品の開発等行った。 

公益社団法人学校給食会及びパン・学校給食米飯協同組合と連携し、学校給食パンの塩分 15％減

塩化を行った。（H28.4から全公立小中学校（入善町を除く）で提供） 

 

 

○サラベジ！推進プロジェクト 

・社員食堂等での野菜摂取の促進 

【YKK㈱】：1日の摂取目標の 1/3が摂取できるﾒﾆｭｰ提供や普及啓発のイベントを行った。 

【富士ｾﾞﾛｯｸｽﾏﾆｭﾌｧｸﾁｭｱﾘﾝｸﾞ㈱】：近隣の八百屋と連携し、プラス 1皿分野菜のトライアル販売など 

・社員食堂を活用した健康づくりを取り組む企業の情報発信 

県内の事業所における食環境の整備や食に対する意識の向上を図るため、先導的に社員食堂を 

活用した健康づくりに取り組んでいる企業の状況をホームページ等で発信を行った。 

 

○「めざせ健康寿命日本一」応援キャンペーン 

県民全体の健康づくりへの意識の向上を図り、日常生活の中で健康づくりに取り組むよう働き 

かけるため、事業所やスーパー、電車内でのポスター・POP等掲出による健康づくり情報の発信 

 ・ｽｰﾊﾟｰ、事業所、銀行・保険会社など約 18,000箇所へポスター等配布 

  ・あいの風とやま鉄道車内やフリーペーパー広告 など  

 

 

 

 

事業所でのトライアル販売 

スーパーでの情報発信 あいの風とやま鉄道社内での掲示 
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（２）食品の安全確保 

 H26 実績 H27 実績 H28 計画 

①食品安全フォーラム等の開催 2 回 2 回 2 回 

 

【取組実績】 

・食品安全情報をわかりやすく解説するとともに、県民との意見交換を行う食品安全フォーラム等を

開催した。 
 

    

 

 

 

 

 

 

 
 

・東日本大震災被災地に対する消費者の理解や応援する心が復興の大きな鍵となることから、県民が

被災地生産者等の声に直に触れ、被災地産品の安全性を実感する震災復興応援イベント「食の安

全・安心交流フェア～今、富山からできること～」を開催した。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題及び対応】 

・食品安全フォーラム及び意見交換会等を開催し、リスクコミュニケーションの強化を図る。 

 

食
品
の
安
全
確
保 

「食品安全フォーラム in とやま～見直そう！身近な食品から～」 

（平成 27 年 7 月 24 日開催､富山県民共生センター サンフォルテ､参加者約 150 名） 

・講演１「冷蔵庫に入れれば大丈夫？ 

～食品の保存を理解する～」 

（講師：内閣府食品安全委員会 委員 石井 克枝氏） 

・講演２「富山の特産品の機能性と安全性」 

（講師：富山短期大学 食物栄養学科教授 

                  竹内 弘幸氏） 

 

震災復興応援イベント「食の安全・安心交流フェア～今、富山からできること～」 

（平成 28年 3月 5日開催､フューチャーシティー ファボーレ､参加者約 2,500名） 

・食の安全・安心セミナー「福島の農に生きる」 

（講師：「ふくしまの今を語る人」藤田 浩志氏（米農家、野菜ソムリエ）） 

・お笑い芸人「母心」トークショー「食べて応援！Made in ふくしま」 

・福島県の生産者による福島県産品の試食・販売コーナー 

・パネル展示＆応援メッセージコーナー 

・その他（チームキビタンステージショー「福島の元気をＰＲ！」、クイズラリー等） 
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【取組実績】 

・県内の食中毒発生や食品安全フォーラムの開催内容など、適時的確な情報提供に努めるとともに、

より見やすく分かりやすいホームページとするため、関係情報の整理等を行った。 
 

【課題及び対応】 

・適時的確な情報提供、内容の更新に努め、欲しい情報がよりスムーズに得られるよう工夫するとと

もに、ホームページの認知度向上に努める。 

 

 H26 実績 H27 実績 H28 計画 

③食品表示講習会の開催 3 回 4 回 4回 
 

【取組実績】 

・関係団体へのパンフレット等の配布やホームページでの情報提供を行うとともに、業界団体等を対

象とした食品表示講習会（4 回）の開催や、食品表示ウォッチャー講習会（4 回）等への講師派遣に

より、適正な食品表示の周知に努めた。 

 

 

 

 

 

 
 

 

【課題及び対応】 

・食品表示に関し関係団体に対し情報提供を行うとともに、講習会や研修会を通じて制度の周知に努

める。 

 

 H26 実績 H27 実績 H28 計画 

④食品表示ウォッチャー調査店舗数 1,117 店舗 1,110 店舗 1,320 店舗 

⑤食品表示ウォッチャーの食品表示実態調査等におけ

る適正な店舗の割合 
97.3％ 96.8％ 100％ 

 

【取組実績】 

・県内小売店における食品表示の実態を把握するため、消費者からなる「食品表示ウォッチャー」（30

名を委嘱）を配置し、ウォッチャーに対する研修会を 4 回実施 

するとともに、日常の買い物の中で小売店の食品表示の実態を 

調査した。 

・また、不適切な表示が認められた店舗については、 

担当職員が立入調査を行い、適正な表示を指導した。 

【課題及び対応】 

・食品表示ウォッチャーによる調査を通じた監視体制の強化に努める。 

 H26 実績 H27 実績 H28 計画 

②とやま食の安全・安心情報ホームページの運営 
(アクセス年間件数) 

26,526 件 17,799 件 ― 
食
品
の
安
全
確
保 

食品表示講習会の様子 

食品表示ウオッチャー 


